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1 .まえがき
学校教育においては教科書を用い，教師の板書と口
頭説明で授業を進める方法が一般的である.このよう
な従来の方法の欠点を補うために，様々な教育機器も
利用されるようになってきた.更に近年パソコンや各
種ソフトの発展により，パソコンのマルチメディア機
能を活用した大規模な教育支援システムも開発される
ようになってきた.例えば，あらかじめ保存しておい
た実際の授業画像を，いつでもどこでもパソコンから
呼び出して，自学自習できるビデオオンデマンドシス
テム (VOD)や，インターネットを介して，あらかじめ
作成し蓄積された WEB教材にアクセスして学習する e
ラーニングシステムなどである. しかし，このような
大規模なシステムの開発には，長い年月とマンパワー
が必要であり，個人レベルでの作成や購入は困難であ
る.これに対して，身近にあるパソコンとパソコンに
標準的にインストールされているソフトを活用し，ク
イズ形式で問題を示し解答していくという簡便な学習
支援システムも提案されている 1) 
筆者らは卒業研究でパソコンと身近なアプリケーシ
ョンソフトを活用し，個人レベルで簡便に作成できる
学習支援システムの作成を行なっている.本稿で作成
したシステムの概要について報告する。
↑情報工学科
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2. システムの概要
今回，作成したシステムはMicrosoft Windowsの基
本的なアプリケーションソフトである Microsoft
Office の中の表計算ソフト Excelとプレゼンテーシ
ョンソフト PowerPoint (以後ppと略記する)を活用
して作成するものである Excelには①表計算機能，
②グラフ機能，③データベース機能，④マクロ機能の
4つの機能が備わっている.またPPには①プレゼ、ンテ
ーション作成機能，②プレゼンテーション発表機能，
③マクロ機能の 3つの機能が備わっている. しかし一
般的な Excelの利用の場合は①や②を利用する場合が
多く， PPの場合も①と②の利用が多くマクロ機能を利
用する機会は少ないようである.本研究で、行ったシス
テムの作成では Excelのデータベース機能とマクロ機
能を使用し，多くの問題文とその解答例を保存・変更・
削除するのに活用し，またPPにおいてもマクロ機能に
着目して， Excel上で蓄積し保存した問題文と解答例
を次々と PPのスライドに展開して表示することに利
用した.
図1.に作成したシステムの概要を図で示す.シス
テムは大きく分けてExcelデータベースの作成部と PP
への展開部から成っている.まず，システム作成者は
簡潔な問題文とそれに対する 3つの解答例，及び簡単
な解説を準備する.図 1.のExcelデータベースの作
成部は事前に準備した多数の問題と解答などを効率よ
くExcelのシートに作成し保存する作業や，変更・削
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J ~ワーポイントへの展開Excelデー タベー スの作成
デー タの抽出とスライド
展開モジュ}ル
「ド
自学支揖システム
TOEIC 
? ? ? ? ? ? ? ?
、Excelファイル
除したりする作業を支援する部分である.この部分は
Excelのマクロ機能を活用して作成した.次に図 1.
のppへの展開部ではあらかじめ保存されたExcelファ
イルに蓄積されたデ、ータから，問題文と解答例などを
抽出して指定したスライドの指定した位置に埋め込む
作業を行う.更に学習者が正解を選んだ場合に表示す
るスライドや，不正解を選んだ場合に表示するスライ
ドなどを順序良く並べる作業を行う.このように本シ
ステムはExcel上で問題と解答を収集し， pp上でスラ
イドに自動的に展開するものである.学習者はクイズ
形式で提示される問題に解答しながら，自学自習する
ことができる.今回作成したシステムでは，教材のテ
ーマに情報工学科学生にとって関心の深い情報処理技
術者試験を選んで作成した.
システムの概要
を間違う可能性も高くなる.このような場合に効果的
なのがマクロ機能である.マクロを使いデータ書き込
み用のユーザフォームを作っておけば，ユーザフォー
ムを介して Excelシートの必要なセルに書き込むこと
ができる.一般にマクロを使用すると記録した一連の
作業を自動的に実行することができ，作業の効率化が
可能となる.このマクロを作成するための開発言語は
Visual Basic for Application(VBA)であり， VBAのプ
ログラムはExcel起動後にVisualBasic Editor(VBE) 
を起動して作成することができる.
図1.
3. 2 PPのマクロ機能
PPマクロとは PPでの一連の操作手順を記録したプ
ログラムのことで，各プレゼンテーションファイル内
に記述し保存する.頻繁に行う作業をマクロ化してお
けば，一連の操作を自動的に実行させることができる.
マクロを作成するための開発言語は Excelの場合と同
様でVBAである.この他にも PPのマクロ機能を利用す
れば，マイクロソフト Officeのアプリケーションソフ
トで作成し保存したファイルとの連携を行うこともで
きる.しかし， PPマクロについては活用例が少なく参
考となる資料も非常に少ない.今回筆者らは文献 1)を
参考にして開発を行った.
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マクロ機能について
3. 1 Excelのマクロ機能
Excelで作業を行う場合には各シートの各行各列の
役割を決め，目的のセルに直接数値データや文字列な
どを書き込んでいく場合が多い.しかし，毎回異なっ
た数値や文字列を小さなセルに直接書き込む作業は面
倒なものである.また，書き込もうとしているセルと
は無関係な部分まで画面上に表示されると，入力場所
3. 
ExcelとPowerPointを活用した学習支援システム
4.教材のテーマ
今回，教材のテーマとしては情報処理技術者試験の
「基本情報技術者試験Jの午前の問題を選定した.選
定した理由は，情報処理技術者試験は情報工学科の学
生にとっては，比較的関心の深い資格試験であること，
また，システムの作成者自身も本システムを作成しな
がら，基本的な問題とその解答について学び直すこと
ができるという効果が期待できると考えて選定した.
本校の図書館に収蔵されている情報処理技術者試験関
係の問題集から， I基本情報技術者[午前]問題集 2002
春J4)を選び，収録されている既出問題の中から任意
に50問を取り出して，試作段階の本システムに利用さ
せてもらった.ここで基本情報技術者試験の出題範囲
についてまとめてみると，出題範囲は以下の8つの分
野に分けられる.表1. には今回採用した分野毎の問
題数の一覧を示した.
(1)ハー ドウェアに関すること
数値の表現，文字の表現，画像・音声の表現，処理
装置，記憶装置，入出力装置，演算の実行，アドレ
ス方式，入出力の実行，システム構成など
(2)ソフトウェアに関すること
システムソフトウェア，アプリケーションソフトウ
ェア，パッケージソフトウェア， OSの機能，プログ
ラム言語，言語プロセッサ，プログラムの実行など
(3)アルゴリズムに関すること
整列，探索，文字列処理，ファイル処理，図形，グ
ラフ，数値計算など
(4)データ構造及びデータベースに関すること
基本データ構造，記憶媒体の種類と特徴，ファイル
の編成方法，データベースの種類と特徴，データベ
スー言語， SQLによるデータ操作など
(5)通信ネットワークに関すること
データ転送，伝送制御， TCP/IP， L釧， w必~，インタ
ーネット，電子メール，附Wなど
(6)情報処理技術に関すること
システムの性能，システムの信頼性， リスク管理，
セキュリティ，標準化，オペレーションズリサーチ
など
(7)プログラム設計に関すること
システム開発工程，プログラム設計工程，構造化設
計，モジュール設計，プログラム設計など
(8)プログラム開発に関すること
プログラム言語(C，COBOL， Java，アセンブラ)，コ
ーディング，開発環境，テスト手法など
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表 1.分野毎の問題数
分野 問題数
1 10 
2 5 
3 2 
4 7 
5 11 
6 6 
7 ? 
8 2 
5. システムの動作
5. 1 Excelデータベースの作成部
(1)問題と解答の入力
新しく問題や解答をデータベースに登録するために
図2. に示すようなフォームを表示し，このフォーム
の書式に従って問題文，解説， 4つの解答例，正解解
答番号を入力する.全て入力後にOKボタンをクリック
すると， Excelデータベースに自動的に登録される.
「
「
解
正解解答 r-3
解答 1
解答2
解答3
解管4
一三~ コv:"t!J" I 
図2.問題と解答入力
(2)問題の変更
ぷj
一旦登録した問題データベースの特定の行を，変更
を可能にするために「問題の変更Jとしづマクロを作
成した.このマクロ実行すると図3.(a)が表示される
ので，変更する問題のセルの行番号を指定してOKボタ
ンを押すと，図3.(b)のように変更前の内容が表示さ
れる.システム作成者は変更する部分のみを書きかえ
た後，改めてOKボタンを押すと自動的に新しい内容が
データベースに再登録される.
変更する問題の
セルの行番号
「一一-::J
Eコごとj
(a) 
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図6.の画面が表示される.ここでは「マクロを無効
にするJをクリックする.この後， ppのスライド上に
Excelの問題が展開される.
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図6.応答画面
(2)問題を解く
Excelで書き込んだ問題を解くには， rスライドショ
ーの実行jを行う.ここで図7.(a)のスライドが表示
される.r問題を解くJをクリックすると図7.(b)が表
示されるので，解きたい問題番号を選んでOKボタンを
押す.
図7. (a)で「問題の変更」をクリックすると，ハイ
ノミー リンクで Excelの画面に戻ることができ，問題を
変更することができる.また， Excelにもハイパーリ
ンク機能を付けているので，問題を変更した場合，ス
ライドショーに戻ってくることができる. しかしこの
場合，もう一度問題を読み込む必要があるので， rスラ
イドショーの中止Jをクリックし，その後全スライド
を削除し， (1)の動作を行う.
(3)問題の削除
問題データベースの中の不要な問題を削除するため
に「問題の削除j というマクロを作成した.このマク
ロを実行すると図4.のフォームが表示される.この
フォームの中で、削除する問題のセルの行番号の範囲を
指定すると，その範囲の問題が削除される.また，一
括して削除することも可能である.図5.にExcel上
のデータベースの一例を示す.
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図7.本システム実行開始時の表示
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5. 2 PPへの展開部の動作
(1) Excelデータベースからの抽出と展開
学習者が本システムを利用する場合は，まずPPを起
動し「問題の読み込みj というマクロを実行すると，
ExcelとPowerPointを活用した学習支援システム
問題1 コンヒュ-5の構成要素の中で、主位憶装置にte憶されている偶有の
命令を取り出して、その対象とする装世に必要な術示を与えるものはど
れか，
解答1 j責算装世 .ー
解答2 出力装置 . i 
解答3 制御装置
』??
解答4 入力装置
図8.問題の提示
図7. (b)の画面で数字を選択すると図8.のように
選択した問題が表示される.学習者はこの画面で4つ
の選択肢の中から正解だと思う解答を選び選択ボタン
をクリックする.
正解した場合には「ピンポン」としづ音声とともに
正解時のスライド図9. (a)が表示される.また，不正
解の場合には「ブーj という音声と不正解時のスライ
ド図9. (b)が表示される.⑤正解時には次の問題へ進
み，不正解時は前の問題に戻ることも，次の問題に進
むことができる.
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(b) 
図9.正解・不正解の表示
6. アンケート調査結果
今回作成した学習支援システムの評価と問題点を調
査する目的で，本システムを本校の5年情報の学生23
名に実際に使ってもらい，その後アンケート調査を行
った.質問項目は7項目である.まず，質問 1rこの
ような学習支援システムを使ったことがありますかJ
の質問には，はい48覧，いいえ43札どちらともいえな
い 9%で、あった.今回作成した学習支援システムに類
するシステムを使ったことがある人とない人の割合は
ほぼ半々であることがわかる.質問2 r使った感想は
どうですかjの聞には，使いやすい 57'札どちらかと
いえば使いやすい 35丸どちらともいえない 4弘やや
使いにくい舗で、あった.本システムが使いやすいと答
えた人は 9割以上であり好評であることが分った.質
問3.r問題の難易度はどうですか」の聞には，易しい
4%，やや易しい4覧，適切である 53札やや難しい 17札
難しい22%で、あった.半数以上は適切なレベル(5年情
報の学生にとって)であるとの回答で、あった.質問4.
「この学習支援システムはあなたにとって役立つもの
でしたかjの聞には，役立つ 26牝どちらかといえば
役立つ26札どちらともいえない35覧，どちらかといえ
ば役立たないと役立たないを合わせて l測で、あった.
これより，このような簡便なシステムで、あっても半数
の人に役に立つことが分った.質問5. では，他のテ
ーマに関する支援システムの可能性を調査する意味で
「他の学習支援システムを使ってみたいですかj と質
問してみたところ，使ってみたい 52%，どちらかとい
えば使ってみたい22札どちらとも言えない22札どち
らかといえば使わない側で、あった.他の教材でのシス
テムを使用してみたいという人が7割以上であり，シ
ステム自体に興味を示していることが分る.質問6.
「問題の提示と解答の表示方法についてJの聞には，
適切である 44%，どちらかといえば適切である 26'札ど
ちらとも言えない 13札工夫がほしし¥17首で、あった. 7 
割の人が適切であると答えていることから，本システ
ムの提示方法には不十分な点もあるが，ある程度は満
表2.質問?の回答
本システムに更に追加したらよいと思われる機能 件数
絡了後に正解率を計宜して表示するようにすれば良ν 4件
解説に図形や画tがもっとあれば良い 3件
毎回同じ順番に問題が出るのではなく，順番を違えるほうが長い 2件
不正解時(::::は解答を表示しないで，選択したものめ解説を表示する 1件
解答の履歴が後で分るようにする 1件
間違った問題を最後に示すようにする 1件
もう少しカラ叫で見やす〈すれば良L、 1件
マウスが捕えないようにすべきだ 1件
17 
榎園茂 境田小百合 脇部政利
足していることが分る.また表2.に質問7への回答
をまとめて示した.
7. あとがき
本稿で、はパソコンに標準的にインストールされてい
るソフトを活用し，簡便に作成できる小規模な学習支
援システムの概要について報告を行った.システムの
作成に当たっては， ExcelやPPのマクロプログラミン
グと PPとExcelファイルとの連携マクロについて，調
査・学習しながらコーディングを行ったので，調査が
不充分で効率の良くない表現の部分も多い.今後改良
を行っていきたい.また，アンケート調査で指摘され
たように，システムの利用者の立場に立てば問題や解
答の提示方法などについてもまだ改良すべき点がある
ことが分った.例えば，学習を終えた時に正解率を表
示することや，毎回同じ順番に問題を提示するのでは
なく，ランダムに問題を提示することなどである.筆
者らは既にこのような点を改善すべく新たなシステム
の開発に取り組んでいる.この件については改めて報
告する予定である.
本システムは榎園の指導の下で，平成 15年度の情報
工学科 5年生境田小百合さんが卒業研究のテーマとし
て取り組み作成したものである.当初はマクロ機能に
18 
ついての知識が乏しく調査と学習に多くの時間を割い
た.しかし，理解が深まるにつれて楽しみながらシス
テム作りができるようになってきた.今回のシステム
作成を行ってみて，学習支援システムの作成は適度な
難易度と創造性が要求され，情報工学科5年生の卒業
研究のテーマとして適切であることが分った.同時に，
問題と解答の準備の作業をする過程で，教材テーマを
勉強し直すという副次的な効果もあることが分った.
今後は更に良いシステムを目指して改良を行なってい
きたい.
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